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令和 5年度事業報告 

 

はじめに 

   令和 5 年度は、日常生活に大きな影響を与えたコロナ禍の区切りを迎えた年度になりまし

た。世界保健機関（ WHO）は、5月に新型コロナウイルス感染症に関する（ 国際的に懸念さ

れる公衆衛生上の緊急事態の宣言」を終了すると発表しました。世界的なコロナ危機は、緊

急事態宣言から約 3年 3ヶ月ぶりに平時に戻りました。 

   また国内でも、5 月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が、季節性インフル

エンザと同じ（ 5 類」に引き下げられました。これにより、国内でも平時の体制に切り替わり

ました。これまでの（ 3 密回避」、（ マスク着用」など、暮らしを一変させた対策も大きな転換

期を迎えました。 

  一方、自然環境の変化も忘れてはなりません。国内では温暖化が顕著になり、6 月から 11

月にかけて猛暑日が続き、平均気温が統計開始以降、最高を記録するとともに、35 度以上の

 猛暑日」の日数も全国 38地点で最多となりました。その為、農作物も不作が続き、野菜価

格が高騰しました。 

 あわせて、数多くの自然災害も発生しました。海外では、トルコ・シリアやモロッコで大地

震が発生しましたが、国内でも令和 6 年元旦に能登半島でマグニチュード 7.6 の大地震が発

生しました。この地震で、家屋の倒壊も相次ぎ、死者が 200 人を超えるなど甚大な被害が発

生しました。更には、元日に発生したということもあり、社会的にも大きな影響を与えまし

た。 

 このような環境下の中、令和 5 年度も共助会は、会員の皆様方のご理解、ご協力をいただ

きながら、様々な活動をしてきました。 

ここに、この 1年間の活動状況を報告させていただきます。 

 

1.世界の動きと共助会 

   令和 4年 2 月に始まったロシアによるウクライナ侵攻は、すでに 2年を経過しました。現

在も、まだ終戦の糸口さえつかめていない状況です。更には、残念ながらイスラエルとハマス

の衝突等、他の地域でも様々な紛争が勃発しています。 

そのような状況のもと、令和 5年 4月には、北大西洋条約機構 NATO）が、北欧フィンラ

ンドの新規加盟を正式決定して新たに 31ヶ国体制を始動させました。これにより、NATOと

ロシアの境界線は 2倍に広がりました。 

   一方、経済面では、不安定な世界情勢が続いている為、食料、エネルギー分野では、世界

的に供給網の混乱により、引き続き物価高騰を招いています。 

この物価高騰を抑え込むために各国の中央銀行は、令和 5 年度政策金利を更に上昇させまし

た。その結果、異次元緩和政策を継続してきた日本との金利差は、ますます拡大し、共助会

の運用面でも債券価格の下落及びヘッジ付外国債券のヘッジコストが上昇するなど大きな影

響をうけました。 



 

 

2.日本の動きと共助会 

  東京株式市場では、令和 6年 3月 4日に日経平均株価が、史上初めて 4万円台の 4万 109

円の終値をつけました。この株価上昇は、米国のハイテク株の上昇を背景に、東京でも半導

体関連銘柄が上昇したことによるもので、今後の日経平均の方向性としては、やはり半導

体・AI 関連による部分が色濃くなりそうです。 

  また、日本銀行は、3月 18日・19日に金融政策決定会合を開催し、大方の事前予想通

り、平成 19年 2月以来、約 17 年ぶりに金利政策の解除 利上げ）を含む金融政策の修正

を決定しました。今後は、適切に金融政策を運営するなかで、 当面、緩和的な金融環境が

継続する」との見方が示されています。 

  一方、共助会を取り巻く内外の環境も年々変化しております。現在、共助会事務局では、

理事会の承認を経て、専門家に ALM分析 資産と負債のバランス分析）」を依頼しており

ます。この ALM分析」の結果がでましたら、改めて、ポートフォリオの見直しを 資産

運用委員会」、 理事会」、 総会」に上程したいと考えております。 

 

3.令和 5年度の主な事業活動について 

  1）施設数・加入者数 

    令和 5年度末における共助会加入の施設数、加入者数は次の通りでした。 

 令和 5年度 令和 4年度 増  減   

施  設  数 864 施設 850 施設  （ ＋14 施設 

加 入 者 数 22,600 名 22,584 名  （ ＋16（ （ 名 

 

施設数は、前年度比 14 施設増加と前年度の 6 施設増加より大きく上振れしました。

一方、加入者数は前年度比 16 名増加と前年度の 233 名増加と比較して大きく減少しま

した。理由のひとつとして、まず、退職者の増加が考えられます。退職者数は、令和 3年

度の 2,844 名、令和 4年度の 2,876 名と例年 2,800 名～2,900 名の退職者数で着地してお

りましたが、令和 5 年度は、3,029 名の退職と実に前年度より 153 名も多くの退職者が

出ています。 

更に、60 歳、65 歳という社会的に一般的な退職年齢では、各年齢の 50％、つまり約

半分の方が退職しています。つまり、これら退職者の増加が、加入者の増加が鈍化してい

る一因と考えられます。 

また、加入者は 3,045 名と前年度の 3,109 人より 64名少なくなっています。退職者が

増加し、加入者が減少していますので、自ずと加入者の増加が鈍化していきます。   

今後は、前年度より加入者数が下回る事象も予想されます。この件は、情報交換をしてい

る 関東ブロック連絡協議会」でも常にとりあげられ、各県とも対応に非常に苦慮して

いるのが現状です。 

よって、令和 6年度は、コロナウイルス感染症の緊急事態宣言も解除されたことから、

今迄以上に未加入施設・団体への共助会加入勧奨を推進していきたいと考えております。 

 



 

 

  2）資産運用 

令和 6年 3月 19 日に日銀がマイナス金利政策の解除を発表しました。また、昨年金

利上昇により債券価格に大きな影響を与えたアメリカ FRBの金利は年内の引き下げが

予想されています。その為、今後一歩ずつですが、日米金利差の縮小とともにヘッジ 

コストの減少が期待されます。 

     このような環境のもと、令和 5年度、共助会では、伝統 4資産 国内債券、海外債

券、国内株式、海外株式）とオルタナティブ投資で運用。結果、円安の影響もあります

が、年 5.89％の収益 約 14億 6,555 万円）を確保しました。また、充足率も令和 6年

2月末現在 95％を確保しています。これは、前年度末より約 3％上昇しています。 

     今後も、事務局では、適宜ポートフォリオの見直しを実施しながら、引き続き資産の

保全を第一に着実かつ安定的な資産運用に努めてまいります。 

 

  3）新事務所への移転 

    共助会事務局は、令和 5 年 3 月 29 日に新千葉県社会福祉センターへの移転を完了し、

令和 5年度より新事務所にて営業を開始しました。 

新千葉県社会福祉センターは、千葉県の災害時に防災センターとしての役割も備え、

大規模災害発生時には、帰宅困難者の滞在施設に利用することも想定されています。 

よって、48年間入居していた以前の旧センターと比較すると、耐震性の心配もなく、 

安心して業務を継続できるようになりました。 

 

  4）業務の電子化 

    令和 5年 8月の理事会にて、 電子申請」導入の承認をいただきました。現在、共助会 

    事務局では、令和 7年 7月開始を目標に、毎月システム会社とのミーティングを実施 

する等、着実に 電子申請」導入準備を進めています。 

なお、（ 電子申請」導入の大きなメリットは、各届出が施設サイドの PCで入力が完了

する為、書類を送付する手間及びコストが大きく削減できることがあげられます。 

更に、郵送にかかっていた日数も入力が可能になりますので、締め日まで少し余裕をも

って業務を行うことができるようになります。 

また、事務局でも、毎月施設宛に郵送していました 掛金請求明細書」等が、（ 電子申

請」導入後は、直接施設の PC で閲覧できるようになりますので、郵送準備の事務負担

及び事務コストの削減等が期待できます。実際、先に（ 電子申請」を導入した東京都社会

福祉協議会及び横浜市社会福祉協議会では、期待通りの成果が報告されています。 

     

 

 

 

 

 



４．加入者の状況

R5.3.31 退会等施設数 加入施設数 R6.3.31

現在数 退職者数 加入者数 現在数

施設 204 1 4 207

加入者 3,276 404 485 3,357

施設 43 0 3 46

加入者 1,265 146 142 1,261

施設 16 0 0 16

加入者 163 21 40 182

施設 42 1 0 41

加入者 527 68 84 543

施設 2 0 1 3

加入者 102 20 25 107

施設 320 7 9 322

加入者 11,943 1,749 1,679 11,873

施設 204 0 6 210

加入者 5,134 601 573 5,106

施設 19 1 1 19

加入者 174 20 17 171

施設 850 10 24 864

加入者 22,584 3,029 3,045 22,600

医療施設

老人福祉施設

身体・知的障害者施設

特定非営利活動法人

合計

社会福祉協議会

事業種別

保育所

児童福祉施設

各種団体

≪加入施設数 ２４施設≫

・新規加入施設 ２２施設

保育所 ４施設

小深保育園

森のまち 南流山保育園

森のまち ひなた保育園

森のまち おおたかの森

ナーサリースクール

身体・知的障害者施設 ５施設

高柳福祉会 法人本部

わかたけさぽーと

ふる里学舎 本部

ふる里学舎 つぼみ館

ふる里学舎 身体障害者福祉センター

医療施設 １施設

訪問看護ステーション ゆめ

児童福祉施設 ３施設

児童家庭支援センター いちのみや

エール幕張海浜

エールマリヤ

老人福祉施設 ８施設

（特養）太陽の里 おおたかの森

デイサービス 美晴らしの里

デイサービス 美晴らしの里 おおたかの森

（特養）印西

（特養）サクラビア

印西北部地域包括支援センター

（特養）サクラビア印西

（特養）太陽の家

特定非営利活動法人 １施設

新祐会



・休止から再開した施設 ２施設

（注）共助会加入者数が０名から１名以上になった状態

千手会 法人本部 （特養）第三みどりの郷

≪退会等施設数 １０施設≫

・廃止、休止した施設 ７施設

大室保育園 デイサービスセンターはなみずき

浦安市社会福祉協議会 デイサービスセンター桐花園

ケアハウスろうたす はいさい

デイサービス エコトピア酒々井

・統合により退会した施設 ２施設

ケアハウス恵光園 デイサービス恵光園

・合併により退会した施設 １施設

（特養）太陽の家

５．掛金収入ならびに退職共済金支出の状況

単位：円

件数 金額 件数 金額

掛金 2,859,547,500 2,832,783,250

退職一時金 2,418 2,392,893,872 2,270 2,138,273,633

退会給付金 35 41,243,493 3 3,526,689

退職年金 12 6,994,860 12 7,105,762

（無給付退職者） 576 0 603 0

区分
令和5年度 令和4年度

６．退職者の入会期間

保育 児童福祉 各種団体 社協 医療 老人福祉 身体・知的障害 NPO 合計 %

１年未満 62       23       7         8         4         379     83       10       576     19.0

1年以上 ～ 6年未満 213     81       9         28       5         837     295     6         1,474  48.7

6年以上 ～ 10年未満 67       18       1         10       3         240     92       3         434     14.3

10年以上 ～ 20年未満 39       23       4         9         6         222     85       1         389     12.8

20年以上 ～ 30年未満 10       8         1         56       28       103     3.4

30年以上 ～ 40年未満 9         5         14       17       45       1.5

40年以上 4         1         1         1         1         8         0.3

合計 404     146     21       68       20       1,749  601     20       3,029  100.0



 

 

 

 

９．諸会議の開催 

 

（理事会） 

（１） 令和５年 ６月 ６日（火） 

 出席者 理事１３名 監事１名 

 報告   ①事務局の移転について 

      ②理事の退任について 

      ③SK 東京監査法人による監査報告書の提出について 

      ④電子申請、職務状況の報告 

 審議事項 ①定款の一部変更（案）について 

      ②令和４年度事業報告・収支決算書（案）について 

      ③役員の改選（案）について 

      ④総会の開催について 

 

（２） 令和５年 ６月２６日（月） 

 出席者 理事１６名 監事３名 

 審議事項 ①会長の選定について 

      ②副会長の選定について 

      ③常務理事の選定について 

７．貸付金利用状況

本年度償還金 本年度完済者

件数 金額 件数 金額 金額 件数 金額 件数

生活資金 180 146,718,425 13 9,300,000 50,540,039 136 105,478,386 57

※令和5年度分で令和4年度分の一部を修正しています。

区分
期首貸付金 本年度内貸付金 期末貸付金



（３）令和５年 ８月 ７日（月） 

 出席者 理事１５名 監事３名 

 審議事項 ①電子申請の導入について 

②各理事・監事の所属委員会について 

     報告   ①職務状況の報告 

 

（４）令和５年１２月１４日（木） 

 出席者 理事９名 監事３名 

 審議事項 ①「ALM 分析」の実施について 

      ②「電子申請」導入に伴う規程の変更（案）について 

 報告事項 ①「電子申請」の途中報告 

      ②千葉県の立入検査の結果報告 

 

（５）令和６年 ２月２９日（木） 

     出席者 理事１３名 監事３名 

     審議事項 ①令和５年度収支補正予算書（案）について 

          ②令和６年度事業計画・収支予算書（案）について 

          ③長期在籍会員顕彰式及び総会について 

     報告事項 ①中間監査の結果について（令和６年１月２２日実施） 

          ②「ALM 分析」の途中経過報告 

 

（総会） 

 令和５年 ６月２６日（月） オークラ千葉ホテル ３階 エリーゼ 

  出席者８０名 委任状提出者１８，３９３名（加入者総数２２，３９２名） 

  審議事項 ①定款の一部変更（案）について 

       ②令和４年度事業報告・収支決算書（案）について 

       ③役員の改選（案）について 

 

（監事会監査） 

（１） 令和５年 ６月 ２日（金） 

 出席者 監事２名 

 監査事項 ①事業の実施状況、会の運営状況 

      ②令和４年度会計の収支状況、資産の状況 

 

（２） 令和６年 １月２２日（月） 中間監査 

 出席者 監事３名 

 監査事項 ①各事業の実施状況について 

      ②会計の収支および資産の状況について 

 

（外部監査） SK 東京監査法人 

（１） 令和５年 ４月 ３日（月） 

 通帳・預金実査、残高確認 



（２） 令和５年 ５月１７日（水） 

 決算/残余期間 監事ミーティング② 

 

（３） 令和５年 ５月１８日（木） 

 決算/残余期間 

 

（４） 令和５年 ９月２５日（月） 

往査①/整備状況 理事者ミーティング① 

 

（５） 令和５年 ９月２６日（火） 

 往査①/整備状況  

 

（６） 令和６年 １月１１日（木） 

 往査②/運用評価① 監事ミーティング① 

 

（７） 令和６年 ３月 ５日（火） 

 往査③/運用評価② 理事者ミーティング② 

 

（諸委員会） 

（１） 令和５年１０月 ５日（木） 令和５年度第１回資産運用委員会 

     協議事項 ①社債型種類株式（野村證券）の購入について 

（２） 令和５年１１月２１日（火） 令和５年度第２回資産運用委員会 

     協議事項 ①タワーズワトソンへの「ALM 分析」依頼について 

 

 

１０．長期在籍者顕彰事業 

 

 令和４年度に共助会在籍（掛金納付）期間が２５年を迎えた方を対象に、長期在籍会員 

顕彰式を開催し、共助会から顕彰状と記念品を贈呈しました。 

 

日 時  令和５年６月２６日（月） 

場 所  オークラ千葉ホテル ３階「エリーゼ」にて 

人 数  １９２名 

 

１１．福利厚生事業の実施     

     

（１）契約施設の利用     

  ①レジャー施設の割引利用券     

  ②宿泊施設の割引利用券     

  ③スパリゾート施設の割引利用券     

 

 



 

 

 

１２．機関紙「共助会ニュース」の発行（２回） 

 

 ホームページと併せて、共助会が実施する事業についての理解を深めていただけるよう情報の周知と

定着を目的とし、各施設・団体宛てに発行しました。 

 

   令和 ５年 ８月 第１０５号  発行部数３，０００部 

   令和 ５年１２月 第１０６号  発行部数３，０００部 

 

 

１３．研修事業の実施 

 

 当初は、できるだけ対面形式での実施を検討しておりましたが、コロナ禍がまだ落ち着いていないた

め、実施を見合わせました。 

 

 

１４．関東ブロック民間社会福祉従事者共済制度情報連絡会 

 

 社会福祉法人山梨県社会福祉協議会が担当県となり、各団体において ZOOM を用いたオンライン会

議が開催されました。 

（２）会員交流事業の実施

① ミュージカル 劇団四季「アナと雪の女王」 JR東日本四季劇場［春］ 　１６名

② ミュージカル 劇団四季「ライオンキング」 有明四季劇場 　３１名

③ ミュージカル 劇団四季「アラジン」 電通四季劇場［海］ 　１１名

④ ミュージカル のだめカンタービレ 日比谷シアタークリエ 　　６名

⑤ ミュージカル 劇団四季「美女と野獣」 舞浜アンフィシアター 　２４名

⑥ ミュージカル 劇団四季「ウィキッド」 JR東日本四季劇場［秋］ 　　４名

⑦ 舞台 ハリー・ポッターと呪いの子 TBS赤坂ACTシアター 　１０名

⑧ 舞台 東京喜劇「熱海五郎一座」 新橋演舞場 　１０名

⑨ 舞台 DRUM　TAO 東京ドームシティホール 　１２名

⑩ 舞台 梅沢富美男・研ナオコ特別公演 明治座 　　８名

⑪ 舞台 ハリー・ポッターと呪いの子 TBS赤坂ACTシアター 　　９名

⑫ 舞台 ふるあめりかに袖はぬらさじ 新橋演舞場 　　５名

⑬ 舞台 ハリー・ポッターと呪いの子 TBS赤坂ACTシアター 　１０名

⑭ スポーツ観戦 大相撲五月場所 両国国技館 　１１名

⑮ スポーツ観戦 プロ野球公式戦 ZOZOマリンスタジアム 　１４名

⑯ スポーツ観戦 大相撲九月場所 両国国技館 　２２名

その他、家庭用常備薬、ハム



 関連都県市から提出された「共済制度実施状況調査」への回答並びに「協議題」について、意見交換

を行いました。 

 

＜第１回＞ 

日 時  令和５年１１月２９日（水）１３時３０分から 

協 議  各団体から提出された協議題（関心の高かったもの） 

 

＜第２回＞ 

日 時  令和５年１２月１５日（金）１１時から 

協 議  前回協議された内容の続き 

 

 

 

１５．福利厚生センター（ソウェルクラブ千葉）福利厚生事業の実施

① ミュージカル 劇団四季「アナと雪の女王」 JR東日本四季劇場［春］ １３４名

② ミュージカル 劇団四季「ライオンキング」 有明四季劇場 　６９名

③ ミュージカル 劇団四季「アラジン」 電通四季劇場［海］ 　３９名

④ ミュージカル のだめカンタービレ 日比谷シアタークリエ 　１４名

⑤ ミュージカル 劇団四季「美女と野獣」 舞浜アンフィシアター 　５６名

⑥ ミュージカル 劇団四季「ウィキッド」 JR東日本四季劇場［秋］ 　１６名

⑦ 舞台 ハリー・ポッターと呪いの子 TBS赤坂ACTシアター 　４０名

⑧ 舞台 東京喜劇「熱海五郎一座」 新橋演舞場 　１９名

⑨ 舞台 DRUM　TAO 東京ドームシティホール 　１９名

⑩ 舞台 梅沢富美男・研ナオコ特別公演 明治座 　１２名

⑪ 舞台 ハリー・ポッターと呪いの子 TBS赤坂ACTシアター 　４１名

⑫ 舞台 ふるあめりかに袖はぬらさじ 新橋演舞場 　１５名

⑬ 舞台 ハリー・ポッターと呪いの子 TBS赤坂ACTシアター 　４０名

⑭ スポーツ観戦 大相撲五月場所 両国国技館 　１７名

⑮ スポーツ観戦 プロ野球公式戦 ZOZOマリンスタジアム 　４６名

⑯ スポーツ観戦 大相撲九月場所 両国国技館 　３０名

⑰ テーマパーク コーポレートプログラム利用券 東京ディズニーリゾート １７５名

⑱ グルメカード ジェフグルメカード ２１０名

その他、家庭用常備薬
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２．監査の結果  

（共済部門）  

  特に支障はありません。  

（経理部門）  

  経理関係の書類については、概ね適正に処理されていることを認めます。  

  また、予算の執行、資産の運用、金銭の出納管理等に関しても適正に遂行され  

 ています。  

（運営部門）  

  特に問題はありません。  

 

以  上  


